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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はカルシニューリンAと相互作用し、カルシニューリン依存性シグナル伝達経路を阻害することで、中枢神経系の発達に影響を及ぼす可能性があります。この遺伝子はダウン症候群表現型の最小候補領域に位置し、ダウン症候群胎児の脳で過剰発現しています。この遺伝子の慢性的な過剰発現は、アルツハイマー病に関連する神経原線維変化を引き起こす可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年11月],機能：カルシニューリンAの触媒ドメインに結合して、カルシニューリン依存性転写応答を阻害します。中枢神経系の発達において役割を果たす可能性があります。,誘導：カルシウムによる。,類似性：RCANファミリーに属する。,組織特異性：心臓、脳、骨格筋で高発現しています。他のすべての組織でも発現しています。,
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	RCAN1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRCAN1ペプチドでブロッキングされている。
	

	RCAN1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	DSCR 1ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	DSCR 1ポリクローナル抗体を1：1000に希釈したHeLa細胞のウエスタンブロット分析

